
　1月 29 日（木）、坂城保育園で、ボランティア団体の「シャンテ
ローズ」の皆さんによる折り紙教室が開かれました。折り紙教室は、
今年から坂城保育園で冬季の期間に週１回行われています。この日
は、年少さんは「ひらひらちょうちょう」を、年中さんは「兜」を、
年長さんは「ひらひらちょうちょうと福の神」を作りました。
　子どもたちは、自分の好きな色の色紙を使ったり、大きな新聞紙
を使って、かっこいい「兜」やひらひらきれいに舞う「ひらひらちょ

うちょ」を真剣に、楽しく折っていました。また、作ったひ
らひらちょうちょを教室で飛ばしたり、兜を頭にかぶせて楽
しく遊んでいる姿がありました。

　児童は、「楽しかった。」「折るのが大変だったけどかっこい
いのが折れた。」と話していました。

　２月１日（日）、文化センター体育館にて、さかきふれあい大
学教養講座『いとうまゆ ファミリーダンスワークショップ』を
開催し、約 170 名が参加されました。
　元「おかあさんといっしょ」のダンスのおねえさん、いとうま
ゆさんによる、ご家族で楽しめるダンスワークショップで、『か
らだ☆ダンダン』、『おどるポンポコリン』などのみんなが知っ
ている人気の曲に合わせ、大人も子供も元気いっぱいに踊って
いました。

　途中、坂城町の
ゆるキャラ「ねずこん」と坂城町スポーツ推進委員が登場し、

「しゅりけんにんじゃ」を一緒に踊り、会場を沸かせていました。

　参加した子供は、『とても楽しかった』、『もっと踊りたかった』
など、とても楽しそうにしていました。また、保護者からは、『坂
城町ではこうしたイベントがあまりないので有り難かった。継
続して実施して欲しい。』などの嬉しいコメントも聞かれました。

　2 月 3 日（火）、びんぐし湯さん館が入館者 600 万人を達成しました。
　記念すべき 600 万人目となられた黒岩晴美さん（坂城町）に山村町長
から、ねずこんのぬいぐるみなど、坂城町の特産品が記念品として贈呈
されました。　黒岩さんは「こんなことになるとは思わず、うれしい。今
日は、仕事がたまたま休みで疲れを癒すために来ました。湯さん館は、
誰でもゆっくり、のんびりできるところがいい。」と話されていました。
　びんぐし湯さん館は、平成 14 年 4 月 18 日にオープンし、以来多くの
皆さんにご利用いただき、7971 日目の営業での、入館者 600 万人を達
成しました。
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保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

　町では、皆さまが生活習慣病などを予防して健康で元気に過ごせるよう、年に１回の健（検）診をお勧
めしています。毎年、町に住民登録をしている１９歳以上の方全員に『特定健康診査・がん検診等申込
書』を世帯ごと配布し、保健補導員の方などを通してご提出いただいております。
　また、昨年度から、紙での申込みの他に「ながの電子申請サービス」での回答もできるようになりまし
たので、ぜひご活用ください。
　申込みは３月末までにお願いいたします。変更やキャンセルは随時受け付けておりますので、保健セン
ターまでご連絡ください。
　詳細なご案内は、検診日が近くなりましたら、申し込んでいただいた方にご郵送いたします。　

STEPSTEP
右記ＱＲコード、または町ホームページから申込みフォーム（「ながの電子
申請サービス」）を開きます。

STEPSTEP
お手元に届いた「健康診査・がん検診等申込書」を見ながら回答を入力します。

STEPSTEP
該当項目の入力が終了したら「登録する」をクリックすると申込みは完了です。

▪年齢・性別・加入保険により申込みができない場合があります。その場合は紙の申
　込書の項目に「＊＊＊＊＊」と表示されていますので、ご自身の受けられる健（検）
　診を確認しながら申込んでください。
▪入力は、1人ずつになります。ご家族分を同時に申込むことはできません。

各健（検）診等のご案内は、検診日程近くにご自宅に郵送します。なお、健（検）診の変更・キャンセル・追
加は随時受付していますので、保健センターへご連絡ください。

坂城町　特定健診 検 索

　町では、市町村振興宝くじの収益金を財源とした、(公財)長野県
市町村振興協会の地域活動助成事業を活用して、第３分団に新しい
消防用小型動力ポンプを更新しました。　新ポンプは、給水及び放
水能力に優れたモデルとなっており、有事の際は、その能力を十分
に発揮することが期待されます。坂城町消防団中嶋団長は「自分たち
　 のまちは、自分たちで守る」

と団員に向け決意を語られていました。第３分団の新しい消防用
小型動力ポンプは、入横尾・町横尾・泉地区を中心に地域の消防・
防災のために活躍します。｠
　今後も引き続き、地域防災力の向上と地域の安心・安全のため、
予防消防をはじめとする消防団活動を実施していきます。

第 3分団に新しい消防用小型動力ポンプを更新しました

電子申請手順
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